
≪支部大会開かれる≫

「ユニオンちよだ」は、２０２３年８月２６日

（土）エデュカスにて第１７回定期大会を開催

しました。

今年は２１人の出席の中、鈴木真理委員長か

ら目標としていた１５０人の組合員を達成した

との報告で始まりました。来賓挨拶では、CU東

京から宮本書記次長、千代田区労協の里見副議

長、日本共産党千代田地区の鈴木秀治労働部長

からそれぞれ情勢のお話しや激励をいただきま

した。

争議の経過報告では、この１年で１６件が解

決し、現在も１６件が争議中であり、不当労働

行為では東京都労働委員会に５案件を救済申し

立てしたこと、訴訟案件は６件であることが報

告されました。

活動方針では、労働相談、労働争議には迅速

に対応すること、ＳＮＳ戦略を活用し早期解決

を目指すこと、組合員１８０人を目指すことな
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ユニオンちよだ第17回定期大会

労働相談、労働争議に対応してＳＮＳ戦略を活用し早期解決を

組合員１８０人を目指す

秋の第6回本部活動者会議・出陣式

10月8日（日）13時30分開会
ラパスホール

講演 江口健志さん
（労働者教育協会副会長）

「情勢、個人加盟労組の役割、

ＣＵ東京への期待」

会議後 出陣式・交流会を行います。



どが提案されました。

支部結成では、サイネオス支部に続き、研光

通商支部が結成されたことが確認されました。

後半は、意見交換会として、参加者全員の自

己紹介、意見交換などで交流を深めました。

大会で選出された次期役員は次の通りです。

２人の方が新たに加わりました。

執行委員長 鈴木真理

書記長 鈴木明彦

執行委員 香取義和・小番孝也・宮下景子

中野猛司・増渕保志

内田浩（新）森政蔵（新）

会計監査 眞鍋泰治・青木和代

（ユニオンちよだ書記長 鈴木明彦）

第14回定期大会

60人組織目指す
練馬支部

学習を生かし ６０人練馬支部の実現を！

９月１日（金）東京土建練馬支部会館にお

いて、練馬支部第１４回定期大会を開催しま

した。

今回初めての試みとして、第１部に情勢学

習会を設定、労働者教育協会副会長の江口健

志氏をお招きして「今地域から個人加盟ユニ

オンの前進が求められている＝進行する労働

者の貧困化の中で＝」と題し講演を行って頂

きました。個人加盟ユニオンの意義や、事件

解決型で終わることが多い現状から、集団的

組織化の重要性について学びました。

学習会終了後、第２部にあたり、議長に金

田安夫氏を選出、本部から宮本一書記次長、

練馬労連から岸田幸雄議長、日本共産党から

とや英津子都議、島田拓区議の挨拶を頂きま

した。執行役員から議案、予算、新役員の提

案があり拍手で承認されました。

来年は結成１５年の年、支部確立強化、組

合員の「活動参加」の推進を図り、６０人の

現勢回復を目指していきます。大会終了後、

同会場で飲食しながらの交流会には、とや都

議、島田区議も参加、楽しく盛り上がりまし

た。

◇大会で選出された新役員◇

執行委員長 岸田幸雄

副執行委員長 市瀬正樹

執行委員 桑原研二 坂尻正由喜

佐藤稔 高畠素昭

伊藤悦子 （伊藤潤子）

書記長 萩元末子

（執行委員 伊藤悦子）

第11回定期大会
粘り強く闘い抜く

200人の仲間を増やそう
足立支部

粘り強く闘い抜く、組合員倍加２００人の

仲間を増やそう

CUあだち支部は９月２日、足立土建会館に

て第１１回定期総会を開きました。会場には

来賓を含め１８人が参加し、委任状４４人の

下で個人加入労組らしい総会となりました。

来賓の白滝書記長はCU東京の１７００人組

合員突破、足立の１０９人の到達に触れ、駆

け込み寺の役割を果たし３０００人の組合を

めざそうと激励しました。日本共産党額賀区

議団長は、区議選で１人減ったが野党第１党
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を維持している。介護事業、高齢者、シングル

マザー対策など全力を尽くします。ともに闘う

CUあだちへの期待を述べました。顧問の金（キ

ム）弁護士は働きすぎ問題に関心を持っている、

労働弁護士になるべく皆さんと力を合せて闘い

たいと決意を述べました。

総会はこの１年間の組織拡大や団交を重視し

た要求拡大の成果を確認し、２００人の組合拡

大に新たな前進を誓いました。

総会終了後は１6人が仲間の手料理で懇親会

を開き交流と団結を深めました。

◇大会で選出された新役員◇

執行委員長 斎藤 伸一

副執行委員長 舘 幸雄 中島 優次

斎藤 美苗

執行委員 斎藤 明夫 栗原 和彦

平田 潤 松原 豊子

桑原 正子 水野 展人

書記長 髙島 章寿

書記次長 保坂 達也

会計 石神 俊文

（書記長 髙島 章寿）

≪支部の取り組み≫
CU品川支部ビアパーテイ

暑さに負けず飲みきり、
組合員３人増えた

８月1９日土曜日13時半から、暑さ真っ盛り

の中、品川区中小企業センターにおいて、３年

ぶりの、みんなが集まる支部のビアパーテイを

開催しました。当日は、組合員が加入対象者を

１人誘って来てと、チラシに書き、初めての方

含め32人が参加してくれました。

受付してすぐにビールを渡され、池野執行委

員長、組合員である安藤共産党区議の挨拶があ

り、あるだけ飲み放題、プチ豪華料理を食べな

がら、交流が始まりました。最初に品川労協柴

山事務局長より、労働者の実態や組合の役割な

ど話してもらいました。またこの間、労働相談

で労災や退職問題で解決したYさんや、社会福

祉協議会での雇用延長を認めさせたYさん。そ

して現在、小さな不動産屋での大幅な賃金減額

に対して団交で闘っているHさんらから、組合

に入って闘ったから解決したと、闘いの状況が

報告された。

その後、各組合員から近況が語られ、途中サ

プライズがあり、初めて参加された女性が加入

申込書を私に持ってきてくれ、その場で紹介し

たら、なんと初めて来た男性と女性が「加入し

ます」と申し出てくれた事です。３人が加入し

たことで、会場は一気に盛り上がり、その勢い

で、「豪華でない商品」が当たるビンゴゲーム

を行い、１等アイスクリーム券千円が２人当た

り、全員が賞品を手にし、生ビール１たるを空

にし、終了しました。

（書記長 佐藤盛雄）

ボトムアップ中野最賃ネット

最賃１５００円以上を
中野支部

5月に発足した、最賃ネット「ボトムアップ

中野」は、最賃1500円以上を求めて、宣伝やア

ンケートなどの活動を続けてきました。そのア

ンケート集計を発表して、さらに運動を広げよ
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うと、8月29日夕方中野

駅前で、ナイトアピー

ルを行いました。若者

を主に12人が参加、ス

クリーンにアンケート

集計や寄せられた意見

を提示したり、全国一

律最賃1500円以上の要

求チラシを配布しました。

ボトムアップ中野は、今後も実態アンケート

を広げたり、学習会やデモを計画したり、楽し

い運動を企画中です。 （書記長 菊池恒美）

２０２３世直し雷大行進
インボイス導入を

許すわけにはいかない

９月１０日、東京・浅草「インボイス導入や

めよ」と８００人の参加で、「2023世直し雷大

行進」が行われました。東京東部地域のCU東京

の仲間たちも実行委員会に加わり、デモ行進で

アピールをしました。松井副委員長が、司会を

務め、白滝書記長は、東京地評を代表して「中

小企業支援とセットで最低賃金を時給１５０0

円に引き上げよう」と発言しました。
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西武池袋本店ストライキの朝、店舗前には

たくさんのカメラが陣取った。注目を集め、

街行く人も概ねがストに肯定的。ストが憲

法に保障された権利だということがこれを

機に広がった。しかし経営側はあっさりと

売却を決めた。勝利するまでの奮闘にエー

ルを送りたい。■前号にも書いた中古車販

売会社は支店統合など経営が急落。帝国と

までいわれた芸能事務所はご存じの事件で、

ＣＭ契約解除する企業が相次ぐ。どちらも、

違法どころか鬼畜ともされる酷い創業者が

招いた当然の結末とはいえ、労働者に罪は

なく、タレントもほとんどが労働者性は強

い。■保険会社がグル、エンタメ業界も知

らんぷり。共通するのは、人権・社会正義

よりも資本の論理が優先された。■最賃1

500円が労働運動以外にも見え始めた。慌

てた首相も口にした。耳を疑うと、10年

以上も先のことだ。何とも間の抜けた無責

任な話だ。運動の力で実現に近づけよう。

そのためにも組織を大きく強く、拡大月間

が始まる。
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はたらく女性の東京集会 11月5日


